
■ 防災SP養成eラーニングの目的

災害時に活動する応援職員等が、現地で従事する業務について
標準化された業務手順（Standard Operating Procedure）を短時間で学ぶことにより、
地方公共団体の災害対応力の向上を図る。

・避難所開設・運営 ※ ・住家被害認定調査・罹災証明書発行 ※

・警報避難 ・要配慮者への支援

・防疫・保健・遺体処理 ・災害廃棄物処理

■ 対象テーマ

防災基本計画を踏まえ、災害時に多くの応援職員等が即戦力として活躍することが期待される

下記の業務を当面のテーマとする。

※ 令和２年度の試行の対象

■ 令和３年度の取組み

• 試行した２テーマを秋頃に公開する。
• 公開に向け、運用等の要件の検討を行い、要件を満たすシステムの選定・構築を行う。
• 公開後は、受講者からのフィードバックも得ながら改善事項を整理するとともに、能力評価・改善の

仕組を検討する。
• 公開する２テーマ以外のコンテンツも作成を進め、出来たものから随時公開する。
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今後の防災スペシャリスト養成eラーニングの整備計画（イメージ図）
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3/1～3/7

3/18 第5回

完成したものから随時反映

eラーニングの試行

試行結果を踏まえた改善事項の整理
今後の整備計画の検討

既存コンテンツ
の改訂

• 避難所開設・運営

• 被害認定調査・
罹災証明書交付

e
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公
開

試
行

3月頃（第5回検討会）

公開結果を踏まえた改善事項の整理
令和４年度以降のeラーニングの

評価・改善の仕組みの検討
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評価・改善の仕組みに沿った
eラーニングの改善

既存のコンテンツの改善

4月～

運用等に関する要件の整理
公開に向けた実施方針の検討

～2月 コンテンツ作成方法の標準化開
発

新しいコンテンツの
開発

公開を目指し、コンテン
ツの内容の精査

システムの構築8月

9月 動作テスト

システムの試行

試行意見等による改善
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